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なじょもん盆おどり×焔祭
「焔の盆2018」

●勾玉づくり
●ひょうたん細工
●マンモスのペンダント
●アイヌの刺繍

長岡米百俵フェス
～花火と食と音楽と～

10/6   7日土

●ミニ土器づくり
●土器人気投票
●ラビィちゃんふわふわドーム

関原楽市縄文まつり

11/4 日

●縄文土器づくり
●弓矢体験
●斎藤孝太郎氏チェロ演奏
●勾玉づくり

8/14 火

津南町

体験
教室

食まち うおぬま 
秋の陣 2018

～四季の潤い里山まつり～

●日本遺産紹介パネル展
●火焔型土器展示
●土器・石器に触れる

10/6 土 9:30～
   15:00

魚沼市 長岡市 長岡市

なんだ、コレは！

津南町 魚沼市 長岡市

10:00～15:00
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●勾玉づくり
●ひょうたん細工
●マンモスのペンダント
●アイヌの刺繍

体験
教室

なじょもん盆おどり×焔祭  「焔の盆2018」

11/4 日

8/14 火津南町

縄文人のように、自然や文化に感謝しつつ、地踊り「からす踊り」で踊
り明かす。子宝祈願・五穀豊穣を願う穂麻良様神輿や各種体験教室、音楽、
露店、お楽しみ抽選会などを交えたイベント。アイヌ文化体験もあり。
場所／農と縄文の体験実習館「なじょもん」　TEL/025-765-5511

魚沼市 10/6 土 9:30～15:00

10:00～15:00

食まち うおぬま 秋の陣 2018 ～四季の潤い里山まつり～

魚沼の食の魅力と山の恵みがぎっしり詰まった秋まつり。魚沼産コシヒカ
リや山菜・キノコをはじめ魚沼の「美味しい」が盛り沢山のイベント。
場所／響きの森公園・魚沼市小出郷文化会館

●からす踊り（輪踊り）　●穂麻良様神輿
●和太鼓など演奏多数　●露店市　
●お楽しみ抽選会

10/6    7 日土

長岡米百俵フェス ～花火と食と音楽と～
長岡市

長岡の花火と、地元のおいしい食と、豪華アーティストによる音楽フェス！
（入場には有料のチケットが必要）
場所／東山ファミリーランド

●ミニ土器づくり
●土器人気投票

関原楽市 縄文まつり
長岡市

遺跡を大切に保存してきた関原地区商工会と馬高縄文館が連携し、地元
のさまざまな物産を紹介する地域のまつり。
場所／馬高遺跡（「火焔土器」発見の国史跡）

●縄文土器づくり
●弓矢体験

●勾玉づくり
●斎藤孝太郎氏チェロ演奏

●ラビィちゃんふわふわドーム

●魚沼の美味しい塩むすび・きのこ汁ふるまい　
●魚沼のうまいもの出店　　　　　　　　　　　　
●木育キャラバン　　　　　　　　　　　　　　　
●きのこ、木炭、木工品等の展示販売
●魚沼の特産品が当たる抽選会　など

●日本遺産紹介パネル展
●火焔型土器展示
●土器・石器に触れる

　信濃川流域の縄文人たちは、8000年前に

大きな環境変化に見舞われます。日本海に対馬

暖流が流れ込んだ影響で、雪が多く降るように

なったのです。現在に続く世界有数の雪国は縄

文時代に誕生しました。豪雪は縄文人の生活を

阻む半面、四季の瑞々しい美しさを生み、人々

の感性や発想を豊かに育みました。 

　そして、この雪国から縄文時代中期の5000

年前に誕生したのが「火焔型土器」です。力強

く燃える焔、また見る者によっては水の流れや

波などをイメージさせる意匠、圧倒的な造形で

す。この造形の中で「突起」を持つということ

が縄文土器の特徴であり、中でも特に大仰な４

つの突起を持つ火焔型土器は縄文土器を代表す

るものです。大仰な突起は、煮炊きする具の出

し入れにはかえって邪魔になります。つまり現

実の用途にかなった器ではなく、縄文人の世界

観から紡ぎだされた観念を表現した器なので

　新潟県を南から北に流れる信濃川は、総延長

367kmにおよぶ日本一の大河です。その広大

な流域を選んだ1万3000年以上前の人々は、

世界に先駆けて土器づくりを始めました。これ

が縄文時代の幕開けです。特に上流域では、こ

の時期の遺跡が全国的に見ても多く密集してい

ます。豊かな森と水に恵まれ、多種多様な動植

物の宝庫となった信濃川流域には、1万年もの

あいだ途切れることなく、自然と共生する縄文

人の営みが見られました。 

す。古今東西の焼物の中で突起を持つものは、

火焔型土器に代表される日本の縄文土器だけで

あり、世界の中で際立った存在です。縄文文化

は、日本文化の源流であり、その意味で火焔型

土器は浮世絵や歌舞伎とともに、日本文化その

ものと言えます。

　この火焔型土器の美を最初に発見したのは、

芸術家・岡本太郎でした。「縄文土器の荒々

 しい、不協和な形態、紋様に心構えなしにふれ

ると、誰でもドギッとする。なかんずく爛熟し

た中期の土器の凄まじさは言語を絶するので

 ある。」の書き出しで始まる『縄文土器論』を記

した太郎は、火焔型土器を見て「なんだ、コレ

は！」と叫んだといいます。そして、「火焔土器

の 激しさ 優美さ」の言葉も残しています。太

郎を驚愕させた火焔型土器はほぼ新潟県域にし

かなく、その本場が信濃川流域です。それはま

さにこの地が「火焔土器のクニ」であり、山、川、

海を通じた周辺地域との交流点であったからな

のです。

縄 文 の は じ ま り 雪 が も た ら す も の

芸 術 家 ・ 岡 本 太 郎

火 焔 型 土 器 の 役 割

世界有数の雪国に生まれた火焔型土器

火焔土器や大形土偶
「ミス馬高」から

イメージした新曲を披露！

※上記イベント内容は、変更となる場合があります。

長岡米フェス で検索

食まち  うおぬま で検索

新潟市

長岡市

魚沼市

津南町

三条市

十日町市

信濃川火焔街道連携協議会事務局（長岡市政策企画課内）　
〒940-8501　新潟県長岡市大手通1丁目４番地10　
TEL：0258-39-2204　　FAX：0258-39-2272 日本遺産　火焔土器 で検索


